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Ⅰ 健全財政推進のための取り組みとして  

第３次行財政改革大綱での財政計画の位置づけ 

「行財政改革大綱」に「財政計画」を包含 

●大綱の５つの柱（重点的取組事項）の中に「健全財政の推進」を掲げる 

●推進計画の策定 

   大綱の目標実現に向け、改革の具体的な目標や取組み内容を示すもので、「財政計画」と「個

別行動計画」で構成する。 

財 政 計 画 

次の２点により、健全財政の推進に向けた進捗管理を行う。いずれも当初予算編成の際、毎

年、見直しを行う。 

１ 財政収支見通し 

財政収支見通しにより、現状での財源不足額を示す。 

期間：平成２７年度から３１年度までの５年間 

２ 数値目標(平成３１年度) 

    財源不足額の解消を通じて達成される数値目標となる４つの財政指標等を設定。 

（1） 実質公債費比率（３ヶ年平均）  

（2） 将来負担比率   

（3） 財政調整基金及び減債基金の年度末残高   

（4） 年度末市債残高（臨時財政対策債及び合併特例債の普通交付税措置額を考慮） 

 

 個別行動計画 

 大綱の施策を具体的に推進するための個別の取組みごとの実施計画。 

 財政計画で示した「財源不足の解消」や行政サービス向上などの方策を示す。 
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Ⅰ 健全財政推進のための取組み 

１ 財源調整の状況と今後の財政収支見通し 

平成２９年度の財源調整必要額は、行政評価による事業の見直しや基金の活用等

により調整しました。 

今後の財政収支見通しについては、平成２８年９月の財政計画策定時以降の制度

改正等を反映し、現時点での事業の実施見込み等を踏まえて見直しを行いました。 

その結果、平成３０年度から平成３１年度までの２年間の財源調整必要額の総額は、

２８億３，７００万円となっています。  

■財政収支見通し 
【一般会計：一般財源ベース】

H26年度 H27年度 H30年度 H31年度

当初予算額 当初予算額 当初予算額※ 試算額
（H28年9月）

当初予算額 試算額 試算額

1 市　税 24,876 23,903 24,446 24,246 25,070 25,002 24,834

2 地方譲与税・各交付金 2,785 3,562 4,140 4,065 3,745 3,745 3,805

3
地方交付税
　（含む臨時財政対策債）

11,246 10,713 10,600 10,769 9,880 9,480 9,936

4 繰入金 1,695 1,347 1,646 0 2,940 0 0

5 その他 1,018 1,250 955 790 848 868 832

41,620 40,775 41,787 39,870 42,483 39,095 39,407

1 人件費 10,032 9,768 9,756 9,785 10,043 10,235 10,261

（うち退職手当を除いたもの） (8,878) (9,032) (9,058) (9,088) (9,344) (9,285) (9,277)

2 扶助費 3,379 3,350 3,529 3,760 3,637 3,456 3,458

3 公債費 7,358 7,072 7,280 7,428 7,407 7,930 8,406

4 物件費 6,765 7,156 7,385 7,258 7,168 6,673 6,685

5 維持補修費 221 193 462 474 480 454 452

6 補助費等 4,639 4,658 4,808 5,103 5,211 4,798 4,517

7 積立金 550 556 495 504 499 250 250

8 繰出金 4,577 4,758 5,032 4,856 4,792 4,407 4,360

9 普通建設事業費 569 547 518 501 478 437 411

10 その他 1,359 1,393 1,253 1,308 1,276 926 1,161

11 実施計画事業費 2,171 1,324 1,269 1,488 1,492 1,070 742

41,620 40,775 41,787 42,465 42,483 40,636 40,703

0 0 △ 2,595 0 △ 1,541 △ 1,296

歳
　
　
　
　
　
　
出

合　　　計　（B）

財源調整必要額　(A)-(B)

※平成２８年度当初予算額は、第１号補正予算額を含む。

 平成30年度～31年度財源調整必要額 △ 2,837

（単位　百万円）

区　　　　　分

H28年度 H29年度

歳
　
　
　
入

合　　　計　（A）
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（１）財政収支見通しの見直し 

次の通り、平成３０年度～３１年度について、財政収支見通しの試算を行っています。 

○平成２８年度決算額及び平成２９年度当初予算額を基本に、一般会計の一般財源ベ

ースで試算し、単位は百万円としています。 

○税や国県補助金等は、試算時の制度に基づいて試算しています。 

○消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）の税率は、平成３１年１０月から 

１０％で試算しています。 

（２）歳入の試算方法 

○市 税 

・平成２８年度までの実績や、現在の経済情勢等を考慮して見込んでいます。 

・固定資産税（償却資産を除く。）及び都市計画税は、平成３０年度の評価替え等を考

慮して見込んでいます。 

○地方譲与税・各交付金 

・平成２８年度までの実績を考慮しているほか、消費税等の税率引き上げの影響を見

込んでいます。 

○地方交付税 

・普通交付税は、基準財政収入額及び基準財政需要額をそれぞれ試算したうえで、

平成３０年度までの合併支援措置の段階的縮減を考慮しています。また、臨時財政

対策債は、平成３１年度まで制度が継続するとして試算しています。 

・特別交付税は、８億円として見込んでいます。 

○その他 

・使用料、手数料、財産収入、繰越金及び諸収入を計上し、主な個別増減を見込んで

います。 
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（３）歳出の試算方法 

○人件費 

・職員数は、正規職員及び再任用職員の採用計画を基に見込んでいます。 

○扶助費 

・主な個別増減を見込んでいます。 

○公債費 

・市債の借入実績及び借入見込みにより、推計しています。 

○物件費、維持補修費及び普通建設事業費 

・主な個別増減を見込むとともに、平成３１年１０月からの消費税等の引き上げを見込

んでいます。 

○補助費等 

・一部事務組合への負担金など、主な個別増減を見込んでいます。 

○積立金 

・平成３０年度以降、財政調整基金に２億５千万円の積立を見込んでいます。 

○繰出金 

・特別会計への繰出金の個別増減を見込んでいます。 

○その他 

・投資及び出資金、貸付金及び予備費を計上し、主な個別増減を見込んでいます。 

○実施計画事業費 

・第２次まちづくり総合計画で予定されている実施計画事業費の一般財源を想定計 

上しています。 
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  【参考】 個別行動計画の取組みによる成果 

   個別行動計画は、財源不足の解消や行政サービス向上などの具体的な取組みを示

すものです。その成果は以下の通りです。 

（単位　千円）

平成２７年度 平成２８年度

1.健全財政の推進 (1)積極的な財源の確保 ①市税の収納率の向上 206,970 347,427

②使用料・手数料等の受益者負担の適正化 10,507 21,133

③債権の適正管理 29,550

④市有財産の有効活用 211,351 487,434

⑤戦略的なまちづくりの推進による収入の確保 233,200 440,964

⑥事業実施のための財源確保 153,199 23,309

(2)増加する歳出の抑制 ①外郭団体等の経営健全化

(3)適正な市債の発行・管理 ①合併特例債等、有利な市債の発行

②長期的視点に立った市債の発行

(4)特別会計及び企業会計の経営

   健全化
①特別会計及び企業会計の経営健全化 171,237 426,167

(5)新地方公会計制度への対応と

   活用
①新地方公会計制度への対応と活用

2.公共施設等マネジ

  メントの推進

(1)公共施設の老朽化への適切な

   対応
①公共施設再配置計画の推進 24,597 24,692

②予防保全の観点からの計画的な修繕による

  施設の長寿命化

(2)公共施設の適正な管理体制の

   構築
①公共施設の適正な管理体制の構築

3.執行体制の最適化

  の推進
(1)組織力の向上 ①簡素で効率的な組織体制

②職員配置の適正化

(2)職員力の向上 ①多様な人材の確保

②職員の資質向上

③ワーク・ライフ・バランスの推進

④女性職員の活躍の場の充実

4.効率的な事務事業

  の推進
(1)事務事業の見直し ①行政評価システムの充実 117,917 111,809

②効率的、効果的な行政サービスの提供

③改善に向けた業務見直しの推進 △ 931 △ 226

5.市民との共創共生

  の推進
(1)市政への市民参画の推進 ①情報発信力、情報収集力の強化と説明責任

②市民参画の推進

(2)公共サービスの多様な担い手

   との連携推進
①市民活動の促進

②民間活力の活用 1,330

1,129,377 1,912,259効果額合計

※　目標指標にはその成果を効果額として表すことができないものが含まれる。

※　効果額がマイナスのものについても計上している。

大綱の柱 主要な施策 施策
効　果　額
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Ⅱ 財政指標等の状況 

財政計画の数値目標として設定した４つの財政指標等と、進捗状況は次の通りです。 

１ 実質公債費比率（３ヶ年平均）  数値目標    １１.０％以下 

                             平成２８年度   ７.９％ 

普通交付税に算入される合併特例債等の元利償還金の増などにより、比率は低下

傾向にあります。 

この比率が低い方が、より健全な財政といえます。今後、合併特例債の活用期間終

了後は、比率が上昇することが見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 将来負担比率   数値目標   １１０.０％以下 

                      平成２８年度  ７８.３％ 

公営企業に係る負担額の減少や基金保有額の増加により、平成２８年度の比率は

前年度より１３．０ポイント低下しました。 

この比率が低い方が、より健全な財政といえます。今後は、庁舎建設基金などの基

金残高の減少等により比率が上昇することが見込まれます。 

 

 

 

（単位：％）

区　分 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

実質公債費比率

（３ヶ年平均）
7.912.9 12.4 11.9 11.0 10.0 9.3 8.68.8 8.1

（単位：％）

区　分 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

将来負担比率 119.0 113.0 114.4 107.6 94.8 89.4 84.4 88.9 91.3 78.3

0.2 

3.3 

5.7 
8.1 8.1 

9.3 9.7 9.9 10.2 
10.5 10.5 11.6 

14.7 

0

4

8

12

16

実質公債費比率県内13市の状況 （平成27年度決算）
（単位：％）
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３ 財政調整基金及び減債基金の年度末残高   

数値目標     ４０億円以上 

                      平成２８年度  ６５．１億円 

一般財源の調整のために取崩しができる財政調整基金と減債基金の残高の合計

額は、平成２８年度末には、約６５億１千万円となり、前年度末と比べて約１０億１千万

円の増となりました。 

普通交付税の減額や、少子・高齢社会の進行に伴う社会保障費の増加などへの

対応のため、平成２９年度当初予算では、財政調整基金より約２９億円、減債基金より

２億円を繰り入れることとしており、その結果、当初予算編成時における両基金残高

の合計額は約３６億円となり、目標を下回っている状況です。 

今後、市税や交付税の大幅な増が見込めない中、行政サービスの安定的な提供

や、突発的な自然災害に対応するため、これらの基金について一定規模の残高を保

持していけるよう財政運営に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,513 1,486

2,777
2,412 2,535

1,655
1,046

2,356

3,421
4,266

5,410 5,202

4,318

5,322

66 16

16
216

416

177

177

470

942

1,073

1,273
1,274

1,175

1,185

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（単位：百万円）

（年度）

財政調整基金等の年度末残高の推移

財政調整基金 減債基金

144,369

105,090

83,365 78,665 68,694

64,227
60,903 55,247

54,601 45,501 38,812 37,358

22,752

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

（単位：円） 人口１人当たり財政調整基金等の年度末残高比較（平成27年度末）

県内市平均 53,651円
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４ 年度末市債残高 

  

数値目標   ４００億円以下 

                         平成２８年度 ３５４．９億円 

平成２８年度末の市債残高は約８６５億６千万円、そのうち臨時財政対策債と合併特

例債の普通交付税措置額を除いた、本市が実質的に負担すべき市債残高では、約３

５５億円と目標額を下回っています。 

合併特例債の活用期間終了後は、実質的に負担すべき市債残高が増高する恐れ

があることから、事業の進め方などを検討し市債借入額を一定額に抑制するとともに、

交付税措置がある有利な地方債を活用するなどの対策に取り組んでいきます。 

 

 

52,008 49,717 
46,723 44,065 40,587 

37,733 36,720 35,202 35,481 36,912
36,310 36,811 36,319 35,494 

1,173 2,271 
3,192 

5,114 
6,362 

7,443 10,674 15,244 17,860 
18,880 

20,011 20,518 21,103 20,328 

5,968 8,362 10,154 11,615 12,741 13,646 
15,200 

18,707 
21,203 

23,762 
26,494 28,554 29,945 30,743 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（単位：百万円）

（年度）

市債残高
（臨時財政対策債、合併特例債の普通交付税措置額を除く）

臨時財政特例債 合併特例債交付税措置額

（臨時財政対策債及び合併特例債の普通交付税措置額を考慮） 

（単位：百万円）

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

59,149 60,350 60,069 60,794 59,690 58,822 62,594 69,153 74,544 79,554 82,815 85,883 87,367 86,566

 臨時財政対策債 5,968 8,362 10,154 11,615 12,741 13,646 15,200 18,707 21,203 23,762 26,494 28,554 29,945 30,743

 合併特例債の
 普通交付税措置額

1,173 2,271 3,192 5,114 6,362 7,443 10,674 15,244 17,860 18,880 20,011 20,518 21,103 20,328

 市債残高　※ 52,008 49,717 46,723 44,065 40,587 37,733 36,720 35,202 35,481 36,912 36,310 36,811 36,319 35,494

 ※臨時財政対策債､合併特例債の普通交付税措置額を除く

区　　　分

　市債残高

年度末市債残高の推移

内
　
訳


